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事業番号 B1003-2

実施計画事業
実施計画事業以外の事業 〇

令和４年度 事務事業評価シート

事
業
の
概
要

事務事業名 障害者支援団体助成事業 担当部 福祉部

事業期間 昭和６３年度以前 ～ 令和６年度以降 担当課 障がい福祉課

小牧市まちづくり推進計
画（R1年～R4年） 分野別計画編

基本
施策

10
展開
方向

3 担当係 障がい福祉係

目 2 大 8 中 1予算区分 一般会計 款 3 項 1

対象
（何･誰を対象

に）

・小牧市身体障害者福祉協会
・小牧市肢体不自由児父母の会
・小牧市手をつなぐ育成会

内容・手段
（目的達成のた
めにどのような
事業を実施した

か）

〇地域福祉への理解の推進、障がいのある人が住み慣れた家庭や地域で、自立した暮らしができるように活動する障がい
福祉関係団体に対して補助を実施する。

〈令和３年度活動実績〉
・小牧市身体障害者福祉協会
　　日帰りバスツアー、ボッチャ教室　等
・小牧市肢体不自由児者父母の会
　　オンライン運動会、交流会、　等
・小牧市手をつなぐ育成会
　　作品展　等
〈令和３年度歳出済額（18節　負担金及び補助金　301千円）〉
・小牧市身体障害者福祉協会補助金　      221千円
・小牧市肢体不自由児者父母の会補助金　  40千円
・小牧市手をつなぐ育成会補助金　　　　　　  40千円

〈令和４年度活動予定〉
・小牧市身体障害者福祉協会
　　カラオケ、ボッチャ教室、交流会、スポレク　等
・小牧市肢体不自由児者父母の会
　　街頭募金、交流会、スポレク、福祉展　等
・小牧市手をつなぐ育成会
　　交流会、スポレク、福祉展　等

〈令和４年度当初予算（18節　負担金及び補助金　380千円）〉
　・身体障害者福祉協会補助金　      300千円
　・肢体不自由児者父母の会補助金　  40千円
　・手をつなぐ育成会補助金　　　　　　  40千円

受益者負担 無

根拠法令
・個別計画

小牧市社会福祉関係団体等育成費補
助金交付要綱

事業種別 一般事業

目的・成果
（何のために、ど
のような成果を
期待するか）

　補助金は、社会福祉関係団体の健全な育成及び発展並びに社会福祉の増進を図ることを
目的とする。
　障がい者の自立と社会参加を図り、障がい者が自ら進んでその障がいを克服し、障がい者
相互の親睦を深めるとともに、生活の安定に寄与するための組織的活動により、福祉の向上
が図られる。

事
業
費

項目 H30 R1 R2 R3

国・県支出金 - - -

R4

直
接
経
費

決
算
額

財
源

一般財源 380 380 234 301

計（A） 380 380 234 301

-

その他 - - - -

予算額 380 380 380 380 380

対前年比 ― 0 △ 38 28

その他職員（時給×時間）

正規職員（平均賃金） 374 374 374 374

正規職員 0.05 0.05 0.05 0.05

その他職員

事業費合計（C＝A＋B） 754 754 608 675

計（B） 374 374 374 374

人
件
費
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（３）業績
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実績
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実績

目標

実績

目標

実績

（４）事業の評価

千円 節 細節 細々節

展開方向における指標の推移 基本施策 10 展開方向 3

指標名 方向性 基準値 R1 R2 R3 R4

指
標

指標ほか H30 R1 R2 R3

3 3 3

R4

成
果
指
標

補助金交付団体数 団体
- - - - -

3

活
動
指
標

補助金申請受付団体数 団体
- - - - -

3 3 3 3

単
位
あ
た
り

事
業
費

受益者数（a） 団体 3 3 3 3

受益者あたり事業費
（＝C/a）

円 251,433 251,433 202,766 225,100

事
業
の
評
価

事業の方向性 維　持 事業のボリュームを現状規模で維持すべきもの

事
業
の
達
成
状
況
と
課
題

・小牧市社会福祉関係団体等育成費補助金交付要綱により交付しているが、令
和２年度以降は新型コロナウイルス感染症の影響から各団体の活動が縮小して
おり、特に小牧市身体障害者福祉協会の活動が減少したことから事業費が減少
した。
・団体の会員数としては減少傾向である。しかしながら、障がい者の自立と社会
参加を図るとともに障がい者相互の親睦を深め、生活の安定に寄与するための
組織的活動を支援することができている。

今後の実
施内容

・この事業を継続することで、当該事業の目的を達成することができており、今後
も引き続き実施していくことが必要である。

事務事業評
価による額
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